
CPI上昇でゴールド1680ドル割れ
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【ゴールドマーケットの現状】

一般社団法人日本貴金属マーケット協会 池水雄一

2022/09/19号

SPDR Gold Shares円建価格 ゴールドとドルインデックス

これまで1700ドルを完全に割ることがなかったゴールドですが、先週は1680ドルという
サポートをブレイクしたことでストップ売りが発動され、一時1654ドルまで下げました。
その動きのきっかけとなったのがCPI。年率8.1%の市場予想に対して、8.3%という高い
数字となり、コア指数は0.3%の予想の倍である0.6%。ここまでインフレが収束しつつあ
るとして、リスク資産に資金を振り向けてきた投資家が一挙にポジションを閉める方向に
動き、株、債券、暗号資産そして貴金属まで一斉に売られ、再びドルに資金が集中しまし
た。今週のFOMCにおいて0.75%の利上げはほぼ確実、1%となる確率もFedWatchでは
30%に上昇し、インフレ鎮静はまだ時間がかかり、結果的に経済不況を招くこととなって
もまずはインフレを鎮静することがFRBの最大目標ということがクリアになったというこ
とです。今月0.75%そしておそらくは次11月のFOMCでも0.75%という見込みが強くな
りそれがゴールドにとってはこれまで破れなかった1680ドルのサポートを割り込む引き金
となりました。先週のレポートに書いた下落のシナリオの方がそのまま実現された形です。
「一方インフレが高止まりということになれば、ゴールドにとっては厳しい状況が続くと
いうことになり、ふたたび1700ドルトライとなるでしょう。どちらにしても本格的に現在
の取引レンジを抜けるとすればFOMCのあとになるでしょう。」年末に向けてゴールドに
とっては難しい時間となるでしょう。もし11月の利上げが1%になればゴールドの1600ド
ルトライもあり得るでしょう。例年ゴールドのアノマリーでもある年末年始安、その後の
上昇というパターンに今年もなりそうです。来年の上昇は、インフレ上昇が落ち着きFRB
の金利上げが終わるという状況下でのゴールド買い戻しというシナリオです。

1分  XAU=, .DXY 11:05 2022/09/05 - 23:43 2022/09/19 (TOK)

LineGrd, XAU=, Mid Price(Last)11:05 2022/09/19, 1,671.1050, -4.0948, (-0.24%), LineGrd, .DXY, Trade Price(Last), 

10:55 2022/09/19, 109.691, -0.073, (-0.07%)
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Gold ETF残高とゴールド価格

米長期金利とゴールド

円建てゴールドとドル円

【マーケット・トピック】

「PGM価格の動き」

「プラチナ」(続き）
プラチナ独自の要因としては、その需要の4割を
占める自動車触媒が最も重要であり、つまり自動
車の売り上げが直接その需要に関係してきます。
プラチナが主にディーゼル車の触媒に使われてい
るので、ディーゼル車の売り上げがプラチナの自
動車触媒需要にとってもっとも大切です。2015
年はフォルクスワーゲン社による自動車触媒実験
の不正事件が発覚した年であり、ディーゼル車の
主要なマーケットであった欧州においてディーゼ
ル車からガソリン車へのスイッチがおこるきっか
けとなりました。この年にプラチナとゴールドの
価格が逆転したのは象徴的な出来事だった言える
でしょう。パンデミックにより投資家はゴールド
への投資を増やした一方、自動車の生産および販
売は低迷、プラチナの自動車触媒需要は減少しま
した。その結果ゴールドは上昇、プラチナは低迷
となり、その値差はより大きなものなったのです。
しかし、このゴールドに対する割安さに注目する
投資家が今後増える可能性はあります。また、燃
料電池車（FCV）や再生可能エネルギーにより生
産された電気で水電解を行いクリーン水素を取り
出すという将来的な水素社会への流れでのプラチ
ナ触媒としての需要を考えた長期的な投資資金の
流入があれば、このレベルの価格でのプラチナ投
資は考える価値があるのではないでしょうか。

（円建てプラチナとゴールドの過去10年）

ゴールド以外の貴金属-PGM12
日足  HLDTOTALL=XAU, XAU= 2017/09/20 - 2022/12/23 (UTC)

LineGrd, HLDTOTALL=XAU, Trade Price(Last), 2022/09/17, 2,185.013, LineGrd, XAU=, Bid(Last)2022/09/19, 1,668.3900, 

-6.7783, (-0.40%)
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LineGrd, XAU=, Mid Price(Last)11:19 2022/09/19, 1,669.4450, -5.7648, (-0.34%), LineGrd, US10YT=RR, Bid Yield(Last), 6:06 2022/09/17, 3.4553 価格
USD

Ozs

自動
1,655

1,660

1,665

1,670

1,675

1,680

1,685

1,690

1,695

1,700

1,705

1,710

1,715

1,720

1,725

1,730

1,669.4450

利回り

自動
3.21

3.22

3.23

3.24

3.25

3.26

3.27

3.28

3.29

3.3

3.31

3.32

3.33

3.34

3.35

3.36

3.37

3.38

3.39

3.4

3.41

3.42

3.43

3.44

3.45

3.46

3.47

3.48

3.49

3.4553

18:51 06:51 18:51 06:51 18:51 06:51 18:51 06:51 18:51 06:51 18:51 06:51 18:51 06:51 18:51 06:51 18:51 06:51 18:51
22 9 06 22 9 07 22 9 08 22 9 09 22 9 12 22 9 13 22 9 14 22 9 15 22 9 16 22 9 19

1分  XAU=, JPY= 11:21 2022/09/05 - 23:59 2022/09/19 (TOK)
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日足  XPT=, XAU= 2012/09/20 - 2023/03/29 (TOK)

LineGrd, XPT=, Mid Price(Last), 2022/09/19, 4,174.067, LineGrd, XAU=, Mid Price(Last), 2022/09/19, 7,684.770 価格
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